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注 3）進化分子工学 

タンパク質を構成するアミノ酸を別のアミノ酸に置き換える操作を何度も繰り返し、天

然とは異なる機能を持った人工タンパク質に進化させる手法のこと。Prof. F. H. Arnold

はシトクロム P450 を進化させてプロパンを水酸化可能にした人工タンパク質の開発を

報告している。 

注 4）高速液体クロマトグラフィー(HPLC) 

充填剤と呼ばれる化合物を吸着する性質を持つ粒子を詰めた筒（カラム）に分析サンプ

ルを注入し、ポンプで液体をカラムに送液して、分析サンプル中に含まれる化合物の分

離や分析を行う装置。 

注 5）シトクロム P450 

ヒトを含む、ほとんどの生物種が持っている酵素で、特定の化合物に対し、酸素原子を

付加する反応を生体内で行っており、薬物の代謝や、天然物の生合成に関わる重要な酵

素。化学的に安定な炭素－水素結合に酸素原子を付加することができるため、バイオ触

媒としての応用が期待されている。 
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